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• セーフシティ東京防災プラン

～防災事業の緊急総点検～

• 都市特有の課題 ～帰宅困難者対策～

• 普及啓発事業

～東京都防災アプリ・防災ホームページ～

• 女性視点による防災事業の展開

• 東京2020ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ競技大会に向けて



大 規 模 な 事 故
（原発事故、爆発、脱線、
衝突、墜落、座礁）

新 興 ・ 再 興 感 染 症
緊 急 対 処 事 態 災 害

（大規模テロ等）
、

武力攻撃災害

（ＳＡＲＳ、Ｏ-157）

鳥 イ ン フ ル エ ン ザ

新 型 イ ン フ ル エ ン ザ

国民保護法

国民保護計画

従来からの災害

新型インフルエンザ等対策行動計画等

新たな災害

自然災害人為災害

地 震

風水害

津 波

火山噴火

感染症（エボラ、コレラ・赤痢・天然痘）

ＮＢＣ災害

（炭そ菌、天
然痘、サリン、
放射性物質
等）

新型インフルエンザ特措法

地域防災計画

災害対策基本法



共助
自分たちのまちは
自分たちで守る

自助
自らの生命は
自らが守る

公助
行政機関による
救出救助など

災害の被害を最小限に抑えるには、
自助・共助・公助のそれぞれが
災害対応力を高め、連携することが重要



タ
イ
ム
ラ
イ
ン

公

助

自
助
・
共
助

①建物耐震化、
更新等

家具転倒防止

③出火・延焼
の抑制 ﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｲﾈｰｼﾞ

Ｗｉ－Fi

ラジオ
伝言ﾀﾞｲﾔﾙ
安否確認

一時滞在
施設の確保

⑥帰宅困難者
による混乱防止

民間一時滞在施設の
協力

３日分＋αの備蓄

⑦避難所の
開設・運営

民間と連携した
物資補給

避難所運営訓練

災害時ﾘｰﾀﾞｰの
人材育成

女性リーダーの
人材育成

災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ育成

⑩迅速な復旧
による早期
生活再建

ｲﾝﾌﾗ早期回復

り災証明発行
ｼｽﾃﾑ

がれき処理

発災

災害時ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

専門家を交えた
地域復興体制検討

⑤各種情報の
的確な発信

災害情報ｼｽﾃﾑ
防災ﾎｰﾑﾍﾟｰｼ

公立学校
耐震化

管理運営ﾏﾆｭｱﾙ

消火訓練参加

帰宅支援ｽﾃｰｼｮﾝ
の充実

外国人への
情報提供

帰宅経路の確認

⑧備蓄品の確保

⑨救出救助活動の展開

給水体制の整備

緊急輸送ルートの確保

ハード準備 ソフト準備 情報・応急対策 復旧・復興

災害対応能力向上

医療機能強化

市街地の
不燃化

重要公共建築物
耐震化１００％

都民・企業の備蓄
３日分

防災ブック『東京防災』

避難経路等の確認

②住民による救出
活動の準備

④安全安心な避難準備

避難路ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化

避難支援プラン

地域の防災マップ

防災教育
消防団活動への参加

都民の備蓄推進PJ

初期消火力
強化支援

消火器の点検



➣ 地震・風水害・火山等の防災対策を迅速に進めていくため策定する
2020年に向けた事業計画（計画期間：2018～2020年度）

■東京2020大会開催を見据えた、スピード感ある防災対策の取組推進
➣ 2020年の東京オリンピック・パラリンピック競技大会開催を見据え、地震や風水害、火山噴火など
自然災害についての防災対策の取組を、スピード感を持って推進すること。

■都民の理解と共感に基づく自助・共助の更なる進展
➣ 記載内容の「見える化」など分かりやすさを追求し、防災対策についての都民の理解と共感に基づく、
自助・共助の更なる進展につなげていくこと。

「セーフ シティ東京防災プラン」について

策定の目的



・４つの特徴により、プランの「分かりやすさ」や都の防災対策の取組推進を図る。

防災対策の「見える化」等による「分かりやすさ」の追求
➣効果等の実感により、都民の理解と共感を促進

特徴①

特徴②

プランの特徴

女性視点の防災対策の推進
➣「東京くらし防災」との連携や女性視点の対策推進

特徴②

火山対策や熊本地震の教訓の具体化など、新たな施策を適切に反映
➣公助としての防災対策を着実に進展

特徴③

計画的なプランの進捗管理の実施
➣プランの進捗状況をレポートとして毎年度、都民へ報告

特徴④



✔ 防災施策の体系的な理解とともに、「自助・共助」の更なる取組を促進

公助の取組ページ自助・共助の取組ページ

自助・共助の取組の工程表
2020年に向けて、都民一人ひとりの
防災の取組をレベルアップするための工
程表を提示

グラフ等を活用
都民意識の現状や自助・共助
の取組に向けた参考資料等を
「見える化」し、掲載 特徴①

公助の取組掲載
具体的な目標も含めて、2020年ま
での取組内容を掲載

都民の皆様や、地域・企業が取
り組む内容をテーマごとに整理自助・共助の促進に効果的な

取組を紹介 ※「東京くらし防
災」や「東京防災」と連動した内
容を掲載

公助として都が取り組む
内容をテーマごとに整理

特徴②
特徴② 特徴③

「自助・共助」(都民・事業者等）と「公助」(東京都)の取組をテーマごとに整理



「東京くらし防災」、「東京防災」など防災ブックとの連携による理解の促進

都が発行している防災ブックである「東京くらし防災」や「東京防災」との対応
関係を一覧にした「防災ブック早見表」により、女性視点の防災対策の促進や
相互のコンテンツを活用した防災対策の学びや理解を更に促進

「東京くらし防災」、「東京防災」
の関連ページを、テーマ別に一
覧にして掲載
➣関心のあるコンテンツを
効果的に学ぶことが可能に

特徴②



６月 大阪府北部地震 ７月 西日本豪雨災害
※北海道胆振東部地震も可能な限り反映

緊急総点検

充実・強化
セーフシティ東京
防災プラン

・災害発生時における停電対策（ソーラーパネル、電気自動車の活用等）

・避難所の快適性向上（冷房設備等の整備について、区市町村を支援）

・外国人への情報発信を充実（東京都防災アプリ、ツイッター等による

災害発生時の多言語での情報発信を促進）

・ブロック塀の安全対策



災害発生から72時間は、公助は救命救助活動に専念

しかし、帰宅困難者が一斉に帰宅しようとすると

●大渋滞により救急車などが到着できず、
救命救助活動の阻害に

●帰宅困難者が二次災害に遭う危険



東京都帰宅困難者
対策条例（平成25年４月)

事業者の責務

公の責務

首都直下地震での帰宅困難者発生者数の想定 517万人
（震源：東京湾北部）

東日本大震災時の様子



「地震」「風水害」のそれぞれについて、

タイムラインに沿って必要な情報を表示

東京都防災ホームページにおける防災情報のワンストップ化に
より必要な情報をワンクリックで見やすく情報を入手できる。

●気象情報

地震情報（気象庁）

津波情報（気象庁）
●避難所等

東京都防災マップ（総務局）

避難所及び避難場所（総務局）
●帰宅困難

一時滞在施設（総務局）

帰宅困難者に対する支援（総務局）

東京都防災ツイッター、東京くらし防災、
東京都防災アプリ等の情報入手が可能

■ 地震の場合



「あそぶ」「まなぶ」「つかう」をコンセプトに、楽しみながら防災の基礎知識を
得られたり、災害時に役立つコンテンツを搭載

※スマートフォン・タブレットの両端末にて利用可能
※東京都防災ホームページでもダウンロード先などをご案内します。

「東京防災」モード

【「東京防災」のコンテンツ】
防災の基礎知識や発災時
に取るべき行動などを学べ
るモード

災害時モード

災害時に役立つ機能を
搭載。いざというときの
安心モード

「東京くらし防災」モード

【「東京くらし防災」の
コンテンツ】
くらしの中でできる防災対
策を学べるモード



防災ウーマンセミナー（基礎編）
○ 災害のタイムラインに沿い、基礎的な防災知識を習得

人材の裾野を広げるための事業（基礎編）とリーダー的人材を育成する事業（応用編）
の２段階、地域生活編と職場編の２場面に分けて事業実施する。

防災コーディネーター育成研修会（応用編）
○ 災害時の多様なニーズを解決するための知識や行動を習得

「東京防災」の第二弾となる「女性視点の防災ブック」

■東京くらし防災

＜作成の目的＞
「女性の防災への参画を促すとともに、都民の
一層きめ細やかな災害への備えを促進」

■女性防災人材育成事業

■東京くらし防災

STEP１

STEP2



・FREE Wi-Fi＆TOKYO
・都営バス無料Wi-Fiサービス
・TOEI SUBWAY FREE Wi-Fi
・東京お台場 FreeWiFi など

増える訪日外国人

ここ６年間で4.6倍

年別訪日外客数, 出国日本人数の推移 日本政府観光局調査

大阪府北部の地震や台風21号におい

て、 外国人が必要な情報を得られず、

混乱も一部発生

防災ホームページ（英語版） 都の設置する情報提供環境

新宿駅西口広場大型
デジタルサイネージ

道路案内標識の
多言語表記
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震災対策（一例）

治安対策

感染症
対策

充実・強化

新たな
取組み

取組の種類

取
組
の
レ
ベ
ル

外国人を含む観客等に対する多言語対
応に配慮した避難誘導を実施

震災対策
競技会場周辺エリアにおいて、災害時給
水ステーションにおける応急給水を実施

2018 2019 2020
東京2020大会ラグビーW杯 （テストイベント）

対処
策
定

対
処
要
領

■災害時給水ステーションの配備

■外国人観客への多言語対応避難誘導

要
領

対
処

訓
練

検証
見直し

東京2020大会の安全・安心の確保のための対処要領

サイバー
セキュリティ対策


